
 
 

長門医療圏地域医療構想調整会議（平成３０年度）議事概要 

 

【日時】平成３１年３月７日（木）１８：００ ～ １９：４０ 

【場所】長門市地域医療連携支援センター ２階会議室 

【出席者】出席者名簿のとおり 

 

○ 病床機能等医療のあり方検討部会の概要を報告した。 

○ 調整会議の取組促進に係る対応や病床機能報告の取扱等について説明した。 

○ 公的医療機関以外の病院について、地域医療構想の達成に向けた対応方針を

協議し、合意した。 

○ 医療機能分化連携推進事業に係る急性期施設・設備整備の実施希望について

協議し、合意した。 

 

【議事内容】 

１ 調整会議の取組促進に係る対応について 

  県医療政策課から、国通知を踏まえた、個別医療機関ごとの具体的対応方針の

決定及び地域医療構想アドバイザーの設置に係る対応等について説明を行った。 

 （主な意見・質問等） 

  特に意見・質問等はなし 

 

２ 平成２９年度病床機能報告について 

  県医療政策課から、平成２９年度病床機能報告の結果等について説明を行うと

ともに、平成３０年度からの病床機能報告において、保険点数による医療機能分

類を参考に医療機能を選択する取扱いが示された。 

（主な意見･質問等） 

○ 斎木病院が機能回復訓練室の整備に伴い急性期病床を削減したことから、圏

域の急性期病床数が８床減少している。 

 

３ 医療機関２０２５プランについて 

 県医療政策課から、公立病院等の具体的対応方針の協議方法について説明を行

った後、その他の病院（斎木病院、岡田病院、俵山病院）から、「医療機関2025

プラン」に基づき、今後の方針及び具体的な計画について、現在の状況も踏まえ

た説明を行った。 



 

 （主な意見･質問等） 

 ○ 地域の二次救急医療を維持するため、人材確保が厳しい地域性も踏まえ、医

師及び医療スタッフの補充について、県の協力が必要。 

○ 俵山病院の介護医療院転換については、交通の便が悪く、高齢者の一人暮ら

しが多い俵山地区から病院がなくなることに地域住民の不安があることも踏ま

え、１階を外来の無床診療所として存続することを検討している。 

○ 介護医療院への転換について、介護保険料に影響を及ぼす恐れもあるため、

市への早めの情報提供をお願いする。 

○ 各病院の方針等について、調整会議として承認した。 

 

４ 医療機能分化連携推進事業（長門総合病院の建替工事）について 

  医療機能分化連携推進事業の実施を希望する長門総合病院から、急性期施設・

設備整備事業として、圏域の課題に対応する救急の強化や周産期・小児医療の確

保等、急性期機能の集約・強化に係る整備内容の説明を行った。 

（主な意見･質問等） 

○ 圏域の課題である救急対応のためのドクターヘリの活用については、発着場

の整備ではなく、地域医療福祉連携室の充実等、地域連携の充実に向けた体制

整備により対応していく。 

○ 圏域の課題解決に資する急性期機能の集約・強化を図る方向性と整合してい

ることから、調整会議として承認した。 

 

５ 検討部会の開催状況について 

  事務局から、第１回及び第２回の検討部会の議事概要の報告を行った。 

（主な意見･質問等） 

特に意見・質問等はなし 

 

６ その他 

 県医療政策課から、介護医療院への転換に係る支援や在宅医療提供体制充実支

援事業の取組状況について情報提供を行った。 

（主な意見・質問等） 

 特に意見・質問等はなし 


